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Traffic information boards have a vital role in promoting safety and effi cient road traffic， by 
providing the drivers with relev ant traffic information on a real-time basis . T o  achieve good visibil-
ity and eye-catching quality ， we must know the optimum number of display colors and ranges of 
chromaticity so that the road users can correctly recognize displayed inf ormation in a short time. 
We attempted to determine the optimum number of display colors based on the categorical c olor 
(basic perceived color) technique， as well as to define the chromaticity regions for display colors so 
that a given color is most effectively discriminated from the others . T he results showed that the 
optimum number of d isplay colors is ten， and categorization of the so-defined ten display colors on 
the chromaticity diagram is extremely useful in designing a traffic information board . 
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今日 ， LED素子 を 用 い た 道路情報板 の 設置 台 数
は急速 に増 加 し てきて い る が， そ の道路情報板 に 関
し て は ま だま だ改善 ・ 研究すべ き 点も存在 し て い る 。
そ の 中 の一つ に ， 表 示色及び表 示色 数の問題があ る 。
現在の 道路情報板 に 使用さ れ て い る 色 は赤色， 黄緑
色と そ の 混合 色で あ る オ レ ン ジ色の3色で あ る 。
近年で は 青色LED の 実用 化 に 伴 い ， 従来 の 赤色，
黄緑 色LEDと合 わせ る こと で ， 広範 囲 の 色表 示 が
可能となっ た が， 道路情報板等 の 文字 ・ 図案表 示 に
お い て は， フ ル カ ラ ー表 示 より も 色 の 違 い を認識で
き る こと が重要とな る 。 すな わち ， 道路情報板 に 関
し て は ド ライパ ー の観測時 間 は わ ずか数秒間で あ る 。
そ の ため ， 直感的 に理解で き る 数種類の 色 に よっ て
文字 ・ 図案表 示 を行 う こと が望ま し いと 考え ら れ る 。
そ こ で ， 本 研究 で は ， LED表 示装 置 に お い て 適
切且つ効果的な 色表 示 を決定すべ く ， カ テゴ リ カ ル
カ ラ ー(人 間 にとっ て の基本的な 知覚色) の 観点 に
立っ て川) ， 道路情報板 のマ ル チ カ ラ ー表 示 に お け る
最適表 示色数 を決定す るとと も に ， 他 の表 示色と の
誤認 を防ぐ ， 最 も効果的な各 色表 示領域を求める こ
と を その目的とし た 。
2. 実験方法
以下 に 実験 方法な らび に手順 を示す。 ま ず， 被験
者 は 10分間 の 暗順 応 に 入 る 。 そ の 後 ， LED表 示装
置上に は直径 14cm( 視角 で 2 0 相 当 ) の円形 の 刺
激光 が 2秒 間呈示さ れる 。 被験者 の タ ス ク は ， 呈 示
刺激光 を両眼 視 に て観測 し ， そ の 色名 を応答す る こ
と で あ る 。 応答方法と し て は ， 人 聞 にとっ て基本的
な表示色 数 を求め る ため に ， 色名 を自由 に 答 え る い
わ ゆ る自由 応答( フ リ ーネ ー ミ ン グ法) を採用 した 。
次 に ， ブラ ンク が4秒 間呈 示さ れ る 。 以下 同様 に し
て ， 呈 示刺激光( 2秒 間) と ブ ラ ン ク (4秒間) が交互
に呈 示さ れ， 被験者 は各呈 示刺激光 に対 し て， 感 じ
た色 名 を 応答す る 。
呈 示刺激光 の選定とし て は ， ま ず， LED表 示装
置上 に表 示 で き る最 高 彩度 の R( 赤 ) ， G(緑) ， B 
( 青) の 3 色 を 取 り ， こ の 三角 形 を構成 し て い る 辺
上 よ り各 10色を等間隔とな る よう に選定す る 。 次 に ，
三角 形 の内部 の 点を選定す る ため にW ( 白 色点) を 取
る 。 そ し て， R，G，Bの そ れぞ れか らW へ 引 い た直線，
ま た ， RG，G B，BR の そ れぞ れ の 中 間 点 か らW へ 引
い た直線， こ れ ら の直線上か ら ほ ぼ等間隔とな る よ
う に 30色 を選定す る 。 こ の よ う に し て ， 合計64色の
呈 示刺激光 を決定 し た( 図 1 ) 。 な お， こ こ で は均等
色色度図で あ る uV 色度図 を 用 い た 。 従っ て ， 等間
隔 と は そ の 色度図上 で の各 点の 距離を示す。 こ の こ
と は ， 各 点 の 色 の 差( 色差) が ほ ぼ等 し いこ とを 示
し て い る 。
被験者 は 色覚正常者 20名 で あ る 。 ま た ， 実験 は す













実験 結果 の 一例 を表uこ 示 す 。 全被験者 の 結果で
あ る 。 左の列 には呈 示刺激光 番号及び色度点を 示し ，
右 に は応 答割合 が高かった色 か ら順 に 色名と そ の 割
合 を表記 し た 。 な お ， 表 中 で は簡略 化す る ため に 色
名 を ア ル ファベ ッ ト 表 示 し ， そ の対 応 は次 に 示す通








: R  
:y 
: G  




ク リ ー ム : Cr 
オ レン ジ : OR
黄緑 : YG 
水 : A
紫 : PU 
白 : W
エメ ラ ノレ ド グ リ ー ン
: EG 
青紫 : BPu 
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な お表 に は， 各色度点 に対 し て 10%以上の応答が あ っ
た色名 の み を 示 し た 。 ま た デ ー タ 集計 の際に は ，
「薄いj， l'濃いj， l'白味が か っ た」な ど の 修飾語 は す
べ て 排除 し た 。
LED表示装置を用いた最適表示色数決定に関する研究
結果よ り ， 被験者 の 50%以上 の 応答か ら 得 ら れ た
色名 は 「 赤j， l'オ レ ン ジj， l' 黄j， l' 黄緑j， l'緑j，
「水j， l' 青j， l'紫j， l' ピ ン ク j， l' 白 」 の計 10種類で
あ っ た。
表1 各色度点における被験者応答及びその割合
No. (u'， y') 色名 % 色名 % No. (u'， y') 色名 色名 % 
(0.517， 0.522) R 100 33 (0.452， 0.452) Pi 67 R 26 
2 (0.073， 0.567) G 69 YG 31 34 (0.483， 0.488) R 63 Pi 35 
3 (0.164， 0.144) B 100 35 (0.475， 0.517) R 91 
4 (0.209， 0.473) W 88 36 (0.437，0.511) R 75 Or 16 
5 (0.474， 0.527) R 90 Or 10 37 (0.399， 0.505) R 56 Or 27 
6 (0.432， 0.531) Or 72 R 28 38 (0.361， 0.499) Or 69 R 15 
7 (0.392， 0.535) Or 95 39 (0.323， 0.491) Or 44 R 29 
8 (0.35， 0.539) Or 89 40 (0.286， 0.486) Or 40 W 16 
9 (0.313 0.543) Or 73 Y 15 41 (0.247， 0.481) W 71 
10 (0.27， 0.547) Y 57 BY 21 42 (0.094， 0.553) G 59 YG 38 
11 (0.232， 0.551) Y 78 YG 20 43 (0.119， 0.535) YG 62 G 29 
12 (0.192， 0.555) Y 50 >VG 45 44 (0.14， 0.52) YG 50 G 42 
13 (0.152， 0.56) YG 86 G 11 45 (0.165， 0.504) YG 57 G 29 
14 (0.122， 0.562) YG 75 G 25 46 (0.186， 0.491) YG 40 W 26 
15 (0.081， 0.529) G 68 YG 25 47 (0.169，0.19) B 75 PU 21 
16 (0.09， 0.489) G 54 EG 22 48 (0.175， 0.226) B 42 PU 40 
17 (0.098， 0.452) G 44 EG 23 49 (0.179， 0.267) B 36 PU 35 
18 (0.106， 0.413) A 88 B 11 50 (0.186， 0.309) A 37 PU 33 
19 (0.115， 0.374) A 90 B 10 51 (0.195， 0.35) W 37 PU 26 
20 (0.123， 0.334) A 88 B 12 52 (0.198， 0.392) W 69 PU 24 
21 (0.131， 0.298) A 91 53 (0.204， 0.432) W 81 
22 (0.139， 0.259) A 71 B 29 54 (0.272， 0.527) Or 45 Y 35 
23 (0.148， 0.22) B 91 55 (0.251，0.51) Y 58 Or 12 
24 (0.157， 0.179) B 100 56 (0.231， 0.492) W 59 Y 16 
25 (0.196， 0.176) PU 67 B 13 57 (0.141， 0.386) A 90 
26 (0.228， 0.212) PU 87 58 (0.162， 0.417) A 65 W 26 
27 (0.262， 0.249) Pu 84 Pi 11 59 (0.187， 0.445) W 60 A 27 I 
28 (0.293， 0.282) PU 53 Pi 40 60 (0.319， 0.357) Pi 58 PU 37 
29 (0.323， 0.314) Pi 57 PU 31 61 (0.295， 0.382) Pi 69 PU 16 
30 (0.354， 0.347) Pi 68 PU 14 62 (0.278， 0.405) Pi 63 PU 19 
31 (0.388， 0.385) Pi 79 PU 11 63 (0.253， 0.427) Pi 49 W 39 
32 (0.42， 0.421) Pi 77 PU 10 64 (0.23， 0.453) W 77 Pi 11 
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実際 に 呈示 し た 色度点、 の う ち ， 赤 に 関し て は ，
No.1 (0 . 5 17 ，  0 . 522) ， NO . 5  (0 .474， 0 .5 27) ， NO.35 
(0 .475 ， 0 . 517) の 3点で ， オ レ ン ジ に 関 し て は ， NO.7 
(0 .392，  0 . 535) の 点で ， 水 に 関 し て は， No . 19 (0 . 1 15 ，  
0 .374) ， NO . 2 1  (0 . 131 ，  0 . 298)， NO.57  (0 . 14 1 ，  0 .386) 
の 3 点 で ， 青 に 関 し て は ， NO.3 (0 . 164， 0 . 144) ， 
No .23 (0. 148 ， 0 . 22) ， NO .24 (0 . 157 ，  0 . 179) の 3点 で
90%以上 と い う 極 め て高 い 割合 を示 し た 。
表 1 の 結 果 をも と に ， 50%以上 の 出現 確立をもっ
て応答 が得ら れ た 各呈示刺激点よ り ， カ テゴ リ カ ル
カ ラ ー 領 域 を求 め た も の を 図2 に 示す。
図 2 で示し た 10種類 の カ テゴ リ カ ルカ ラ ー 及 び そ
の 領域 を 用 い れ ば， 短時間呈示 と い う 過酷 な 観測条
件下 に お い ても ， 他の 色と の 誤認 を極力避 け ， 最 も














本研究で は， 刺激光 に 対す る 応答方法 と し て， 色
名 を 自 由 に 答え る フ リ ー ネ ー ミ ン グ法 を採 用 し た 。
こ の方法 に よ り ， 色彩 に つ い て の 高度な 知 識 の 有無，
老若男 女 の 相違， 地域差等 に無関係 な ， す な わ ち あ
ら ゆ るド ラ イ パ ー を対象 と し た カ テゴ リ カ ル カ ラ ー ，
換言す れ ば， わ れ わ れ人間 にとっ て の 基本的 な色 数
を決定す る こ と が で き た 1 -61 。
と ころ で一般 に ， ド ラ イ パ ー が道路情報板 の 表示
情報 を観測 す る 時間 は数秒 間 と 考 え ら れ る 。 一方，
ド ラ イ パ ー は 自 分が必要 と す る 道路情報を短時間 に
且 つ正 確 に読み取 る 必要があ る 。 そ の た め に は ， 表
示色数や表示色度範囲等 の 表示方法 に 関 し て は ， 視
覚工学や人間工学 の 観点 に 立 っ て ， 適切 に 設 定 す る
必要が あ る 。
本研究 よ り 得 ら れ た ， 基本的な知覚色 と い え る 10
種類 のカ テゴ リ カ ル カ ラ ー 領域 は， 基礎研究面 のみ
な ら ず， 道路情報板に お け る 表示色数及 び表示 色度
範囲 の決定等 の 実用面 に お いて も ， 大変有 用 な基礎
的デ ー タ を 提供す る もの と 確信 する次第で あ る 。
ま た ， 本研 究 の 今後 の課題 と し て は ， よ り詳細 な
カ テゴ リ カ ル カ ラ ー 領域 の決定 の 為 に ， 内部の呈 示
刺激点数を増 や し て 同様 の 測定 を 行 い ， さ ら に実 用
性 を高めて い く こ と で あ ろ う 。 今後 の 取 り 組み課題
のーっ と し た い 。
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